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2025 年6月9日（月） 17時30分開演 （受付開始 16時 30 分）
東北芸術工科大学水上能楽堂「伝統館」
入場協力金：一般の方 3,000 円／本学生の保護者 2,000 円／他学生 1,500 円
※小中高生・本学生無料

【主催】 東北芸術工科大学　　【後援】 山形県／山形市

恐
ろ
し
げ
な
顔
つ
き
の
鬼
瓦
を
見
た
大
名
は
、

何
故
か
突
然
泣
き
出
し
て
…
。

素
朴
な
夫
婦
愛
を
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

笑
い
の
う
ち
に
描
い
た
狂
言
。

鬼
瓦

山
本
東
次
郎

お 

に 

が 

わ 

ら

狂
言

じ
　
　
ね
　
　
ん
　
　
こ
　
　
じ

観
世
銕
之
丞
自
然
居
士

人
商
人
に
連
れ
去
ら
れ
た
幼
子
を
救
う
た
め
、

孤
軍
奮
闘
の
働
き
を
見
せ
る
半
俗
の
青
年
僧
、自
然
居
士
。

芸
尽
し
と
緊
迫
感
に
満
ち
た
痛
快
劇
能
。

能



【
演
目
紹
介
】

狂
言
　
鬼
瓦
（
お
に
が
わ
ら
）

　
訴
訟
の
た
め
長
ら
く
在
京
し
て
い
た
大
名
が
こ
の
度
め
で
た

く
訴
訟
も
片
付
き
、
晴
れ
て
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

も
薬
師
如
来
の
御
利
益
で
あ
る
と
思
い
、
大
名
は
太
郎
冠
者
を

伴
っ
て
因
幡
堂
に
お
礼
か
た
が
た
暇
乞
い
の
参
詣
を
す
る
。

　
さ
て
自
分
も
故
郷
に
御
堂
を
建
て
、
薬
師
を
勧
請
し
よ
う
と

思
い
立
っ
た
大
名
。
参
考
の
た
め
因
幡
堂
の
様
子
を
あ
ち
ら
こ

ち
ら
と
見
て
回
り
、
一
々
そ
の
立
派
さ
に
感
心
し
て
い
る
と
、

ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
。
太
郎
冠
者
に
そ
の
名
を
問

う
と
、
そ
れ
は
鬼
瓦
で
あ
る
と
言
う
。

　
大
名
は
そ
の
い
か
つ
い
表
情
の
鬼
瓦
を
見
る
う
ち
、
そ
の
顔

が
田
舎
に
残
し
た
妻
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
っ
て
懐
か
し
さ
の

あ
ま
り
泣
き
だ
し
て
…
。

能
　
自
然
居
士
（
じ
ね
ん
こ
じ
）

　　
都
東
山
の
雲
居
寺
で
は
自
然
居
士
が
寺
造
営
の
た
め
七
日
間

の
説
法
を
行
っ
て
お
り
、
今
日
は
そ
の
結
願
の
日
で
あ
る
。

　
や
が
て
多
く
の
聴
衆
が
集
ま
る
中
、
居
士
が
高
座
に
上
が
る

と
少
女
が
小
袖
を
手
に
現
れ
、
居
士
に
捧
げ
る
。
少
女
は
亡
き

父
母
の
供
養
の
た
め
、
そ
の
身
を
売
っ
て
小
袖
を
得
た
と
い
う

の
だ
。
居
士
も
人
々
も
少
女
を
憐
れ
み
、
と
も
に
涙
を
流
す
。

　
そ
こ
へ
人
商
人
が
現
れ
、
制
止
す
る
門
前
の
者
を
太
刀
で
脅

す
と
少
女
を
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
居
士
は
今
日
ま
で
の
六
日

間
が
無
駄
に
な
る
こ
と
も
厭
わ
ず
説
法
を
即
刻
中
止
し
、
少
女

を
救
う
た
め
小
袖
を
手
に
し
て
急
ぎ
一
行
の
あ
と
を
追
う
。

　
舞
台
は
変
わ
り
、
大
津
松
本
の
琵
琶
湖
畔
。
今
ま
さ
に
舟
を

漕
ぎ
出
し
た
人
商
人
に
追
い
つ
い
た
居
士
は
、
小
袖
を
人
商
人

に
投
げ
返
し
、
湖
に
入
っ
て
舟
に
取
り
付
い
て
引
き
留
め
る
。

　
さ
ら
に
居
士
は
舟
に
乗
り
込
む
と
ど
っ
か
と
居
座
り
、
少
女

を
助
け
る
ま
で
は
命
に
代
え
て
梃
子
で
も
動
か
ぬ
覚
悟
を
見
せ

る
。
そ
れ
を
持
て
余
し
た
人
商
人
は
遂
に
少
女
を
返
す
こ
と
に

す
る
が
、た
だ
で
返
す
の
は
口
惜
し
い
と
、居
士
を
散
々
に
嬲
っ

て
か
ら
返
す
こ
と
に
し
、
居
士
に
舞
を
舞
う
よ
う
強
い
る
。

　
居
士
は
屈
辱
に
耐
え
、
要
求
さ
れ
る
ま
ま
舞
、
簓
、
羯
鼓
と

次
々
と
舞
っ
て
芸
尽
く
し
を
見
せ
…
。

　
登
場
人
物
の
丁
々
発
止
の
や
り
取
り
や
芸
尽
し
に
、
当
時
の

庶
民
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
感
じ
ら
れ
る
痛
快
劇
能
。

【
演
者
紹
介
】

山
本
東
次
郎

大
蔵
流
狂
言
方
。
一
九
三
七
年
、
故
三
世
山
本

東
次
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
四
二
年
、

狂
言『
痿
痺
』の
シ
テ
で
初
舞
台
。
五
二
年『
三

番
三
』、
五
八
年
『
釣
狐
』、
七
一
年
『
花
子
』

を
披
く
。
六
四
年
度
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。

九
二
年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
受
賞
。
九

四
年
度
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
受

賞
。
九
八
年
、
紫
綬
褒
章
受
章
。〇
一
年
、
エ

ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞
（
邦
楽
部
門
）
受
賞
。

〇
七
年
、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。
二
二
年
、

旭
日
中
綬
章
受
章
、
文
化
功
労
者
顕
彰
。
重

要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
保
持
者
（
人
間
国

宝
）。
一
般
財
団
法
人
杉
並
能
楽
堂
理
事
長
。

観
世
銕
之
丞

観
世
流
シ
テ
方
。
一
九
五
六
年
、
故
八
世
観
世

銕
之
亟
静
雪
（
人
間
国
宝
）
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
。
伯
父
観
世
寿
夫
、
お
よ
び
父
に

師
事
す
る
。
六
〇
年
、
四
歳
で
初
舞
台
。〇
二

年
、
九
世
銕
之
丞
を
襲
名
。
力
強
さ
と
繊
細

さ
を
兼
ね
備
え
た
謡
と
演
技
に
は
定
評
が
あ

る
。
新
作
能
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、

映
画
出
演
や
現
代
演
劇
、
現
代
音
楽
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
古
典
や
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
た
世
界
で
も
幅
広
く
活
躍
。〇
八
年
度
日
本

芸
術
院
賞
受
賞
。
一一
年
紫
綬
褒
章
受
章
。
重

要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
公
益
社

団
法
人
銕
仙
会
理
事
長
。
公
益
社
団
法
人
能

楽
協
会
理
事
長
。
京
都
芸
術
大
学
評
議
員
。

【
開
催
に
あ
た
り
】

　
七
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
能
は
、「
ユ
ネ
ス
コ

世
界
無
形
文
化
遺
産
」
に
指
定
さ
れ
る
な
ど

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
な
舞
台
芸
術
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
に
水
上
能
楽
堂
「
伝
統
館
」
が
出
来

ま
し
た
こ
と
を
機
に
、
よ
り
多
く
の
県
民
の

皆
さ
ま
に
幽
玄
な
る
能
楽
の
世
界
に
親
し
ん
で

い
た
だ
き
、
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
の
社
会
的
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
確

認
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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観
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銕
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山
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郎


